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千葉県サイクリング協会(CCA)主催の今年度最

後の行事の“菜の花サイクリング”がさる 3 月 1

日(日)に館山市で開催されました。 

前日の天気予報では、曇り時々晴れと言うこと

で安心していたところ、当日の朝には雨が降って

おり、しかも午後まで続くとのこと。たいした雨

ではないので決行できると判断し、地元のスタッ

フの一員として8時前に駅に着くように出掛ける。 

 すでに数人が早速準備に掛かっており、私も家

から持参した“のぼり”を出し、必要個所に数本

をセットする。8 時半から一般参加者の受付が始

まり、ぼちぼち集まり始めたが昨年よりはずいぶ

んと少なく、昨年の混雑がうそのようである。 

募集人員は 200 名でしたが一日で定員に達し、

結局最終的には一般参加者は230名でスタッフが

50名の総勢280人がエントリーした大会になりま

した。地球に優しく、メタボ解消にと、サイクリ

ングの愛好者が増えていることを実感させられ

ました。この大会は初級・中級者向けで、距離は

約 58km のほぼ平坦なコースです。館山駅（10：

00 スタート）から里山を走り千倉駅へ。その後「潮

風王国」、「白浜」(昼食)、「洲崎]と海岸線を走り 

館山駅に戻ります（15：30 到着予定）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 時半過ぎからスタッフの打ち合わせ、併せて

参加者の受付が始まり、9 時半から開会式で、佐

藤理事長、市の代表者、JCA の小林次長の挨拶、

最後に当大会の責任者である庄司副理事長から

注意事項などがあり、予定通り 10：00 スタート

となりました。1グループ 20 名ほどにスタッフが

前後につきこれを１パックとし、スピードの速い

グループ順に出発です。天候が悪いため、参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は総勢 120 名足らずになりました。第１休憩所の

千倉駅や第２休憩所の潮風王国を経て、白浜の野

島崎で弁当の昼食ですが、時折あられのような雨

で且つ寒いために、休憩時間を短くして走るよう

になってしまい、A・B・C のグループは予定より

も 1時間以上も早くゴールしました。冷たい雨の
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ご意見ご要望は、千葉県サイクリング協会 事務局＆各支部まで 

CCA ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ URL；http://www.ric.hi-ho.ne.jp/cca6/index.html 

〒266-0032 千葉市緑区おゆみ野中央 6-4-29 携帯電話;090-6157-2222 

事務局 岸澤 充 
東部支部長 菊池孝雄(電話 090-9235-8861) 北部支部長 児嶋隆太郎(電話080-3454-2715) 
西部支部長 坂田士郎(電話 090-8776-2981) 中部支部長 深山一義(電話0436-60-1528) 
南部支部長 地引 弘(電話090-3690-1205)  

・日時；H21 年 3 月 1 日(日)、雨天        ・参加者；121 名(スタッフを含む) 
・集合場所＆時間；JR 内房線館山駅東口、9:30 集合 
・コース；館山駅 10:00 ⇒千倉 ⇒道の駅“ちくら潮風王国” ⇒野島崎東駐車場公園(昼食) ⇒野島崎灯

台見学 ⇒房総フラワーライン ⇒海の駅“だいぼ” ⇒館山城見学 ⇒館山駅 15:30 予定(やや起伏の

あるオンロード約 60km) 

コースの良さが味わえなく、 

天気の良い日に走ってみたい！ 
あいにくの雨の中、南房総“菜の花サイクリング”が行われた。
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ために、それ以降の遅いグループは「ふれあいシ

ョップ平砂浦」よりショートカットして、藤原経

由にて館山駅を目指しました。1 時間ほどの短縮

となり、先頭の Aグループより早く到着した。 

全体としては予定よりも 1時間から 2時間も早

くゴールし、皆さん早々に帰りの準備をされ、2

時半頃には全員が退去し、スタッフはじめ 20 数

人が「中村屋」の二階に上がり、ホットコーヒー

を頂きながら、歓談されておりました。 

一般のサイクリストは、安全のために雨では乗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

らないとか、暗くなったら乗らない人は多いよう 

です。よって、上から下までの完全な雨具を準備 
している人は少なく、ましてや寒いと、このよう 

なイベントにエントリーしていても、欠席する気

持ちは十分に理解できますが、欠席した場合には

参加費は返却されません。只々残念という以外に

無いようです。 

来年は晴天下のもと、南房総の春を皆で楽しく

走りたいと思っております。 

◇取材･文 / 理事 岩間 康徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

アンケート内容は、次の通り。 
(1)氏名(匿名希望時は、ニックネーム)、年齢 /性別

(2)お住まいの県名 
(3)館山までの交通手段 / 参加回数 
(4)参加人数   
(5)走った印象  (6)自転車暦  (7)これからの夢 

(1)さとちゃん、36 歳 / 女性  

(2)東京都  (3)電車 / 1 回目  (4)2 名(彼氏と)
(5)雨だし寒いしで、菜の花や風景を楽しむ余裕も

全くなく，はっきり言って苦痛でしかなかった。

天気が良い日に走ってみたい。お土産の“あん

ぱん”が美味しかった。 
(6)7 年位？  (7)坂道を軽快に上りたい 

(1)岩谷 益男、42 歳 / 男性  (2)千葉県市原市 
(3)自家用車 / 2 回    (4)3 名 
(5)雨はツライ！     (6)2 年 
(7)60 歳まで向上し続ける 
(1)今井 猛、60 歳 / 男性  (2)千葉県  
(3 自家用車 / はじめて   (4)3 名(兄、友人と)
(5)残念ながら雨天でしたので、コースの良さが十

分に味わえませんでした。でもスタッフの方の

親身な対応で次回また参加しようと思いまし

た。ご苦労様でした。 
(6)3 年 
(7)ホノルルセンチュリーライド、しまなみ街道＆

ヨーロッパサイクリングなど 
(1)bun、61 歳 / 男性   (2)千葉県松戸市   (3)自家用車 / 初参加   (4)1 名(個人参加) 
(5) 私にとってサイクリング大会は初体験でした。最後まで走ることを目標に練習してきましたが、あ

いにくの雨と寒さでスタートから不安でいっぱいでした。緊張して開会式を待っていると CCA 役員

の佐藤さんが寄ってきて声をかけてくれました。雨の日の走行や体験などいろいろ話を聞いているう

ちに段々緊張もほぐれリラックスしてきました。実際に走ってみるとスタッフの方が先頭と後尾につ

いて先導してくれたので安心して走ることができました。途中、私にとっては急な坂がありましたが

皆で走ることによってパワーをもらい普段よりがんばることができました。寒さとの戦いを終え無事

館山駅に着いたときは最初の参加を完走できた満足感とアンパンを手に思わずガッツポーズでした。

来年は晴天のもとで走ってみたいです。 
(6)1 年６ケ月 
(7) たくさんの方と走る事の楽しみを体験できました。できるだけ大会に参加し走る喜びと、自転車仲

間の触れ合いを楽しみたいと思います。 

あいにくの雨と寒さの中、菜の花サイクリングに参加された方々へアンケートを行い、ご協力をいた

だきありがとうございました。以下の通りご紹介させていただきます。（返信 / 配布；4 件/30 通）

△ 雨の中、力走するサイクリスト 


